
２０１７年１０月１日 

伊藤眞純 

日時：９月３１日（土）～１０月１日（日） 

日程：【１日目】神奈川ウォーキングクラブ １０，０００歩 約７ｋｍ（伊藤自宅含め１３，０００歩）  

東神奈川イオン前８：００出発→小田原駅９：１０→大室山（バス）→城ケ崎海岸（散策） 

   →ボラ納屋（バス）→なぎさ公園→東海館見学・伊東駅（バス）→ホテルサンハトヤ 

【２日目】全国ウォーキングクラブ 朝食６：４５～ 「Ａコース」 約８ｋｍ 

ホテル発８：００（バス）→浄蓮の滝→水生地下Ｐ→伊豆の踊子文学碑→旧天城トンネル 

→二階滝→猿田淵→釜滝→エビ滝→蛇滝→初景滝→カニ滝→出会滝→大滝→河津七滝観光センター 

＜解散予定１４：３０＞・神奈川だけで修善寺へ＜修善寺・竹の小路など散策＞ 

→バスで東神奈川１９：３０到着予定 １８，０００歩 約１３ｋｍ（伊藤自宅含め２０，０００歩） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一日目地図】 「大室山」「城ケ崎海岸」「ボラ納屋・なぎさ公園」 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル・サンハトヤ 
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全国交流ウォーキング【伊豆の踊子歩道を歩く しおり神奈川版】 

１日目：東神奈川イオン前８時出発→小田原駅９：１０出発→大室山（バス）→城ケ崎海岸（散策） 

→ボラ納屋→（バス）なぎさ公園→東海館見学・伊東駅（バス）→ホテルサンハトヤ 

    １８時３０分より夕食･・・大聖竜大宴会場（本館 5Ｆに連絡通路あり） 

★宴会での飲み物（神奈川のバスグループ）２人でビール 1本・ソフトドリンク 1人１本 追加として同量有 

～２０時４０分より自主交流会場へ～  

●海外ウォーク（９１９号室） ●疲労回復マッサージ（９３０号室） 

●伝助（１０３０号室） ●仲間を増やす（１０１９号室） ●集中ウォーク（１１１９号室）  

●地酒・雑談（１１３０号室） ●ホテルライフを楽しむ 

【サンハトヤ部屋割り】 

 

 

前夜祭式次第  実行委員 １８時集合 司会進行：新横浜 加藤直美・藤本貴 

１８：３０：実行委員長あいさつ 川崎 佐藤静雄 吉越全国ウォーキング協議会理事長 

１８：３５：乾杯 千葉 浅沼義明  しばらく食事と歓談 

１９：００：各クラブ紹介 その場で立ち上がって 

２０：３０：お開き 

今回全員同じホテルで、宴会場は畳座椅子席でしたので、食事後の移動は少なく、粛々と予定通り進行しました。 

Ｐ２ 

男性 19 名 (神 15・新横 2・川崎 2） 

部屋番号 １ ２ ３ ４ 

１１１５ 佐藤繁 
勅 使 河

原 
平野 

高 橋

文 

１１２７ 神谷  伊藤眞 森山 新谷 

１１２８ 大平 小林 青松 市村 

１１２９（地

酒予備） 
佐藤伊 福田清 川崎 川崎 

１１３０（地

酒） 
藤本 高橋辰 平石 

 

女性２6名（神２２・新横２・川崎 2） 

１１１６ 奈良 奥村 木村 
高 橋

友 

１１１７ 河野 福士 金子 
福 田

雅 

１１１８ 深瀬 藤原 清水靖 山川 

１１１９（集

中） 
平嶋 中村 長井  

１０２８ 大上 熊島 井口 橋本 

１０２９ 加藤尚 福田恵 坂上 古田 

１０３０（伝

助） 
吉越 熊坂 常盤   

全国ウォーキング協議会 踊子歩道参加人数  

2017/9/5 現在  

連番 県名 申込書参加団体 人数 

 １ 岩手 盛岡ウォーキングクラブ ５ 

２ 宮城 あしがる会 １８ 

３ 千葉 千葉ウォーキングクラブ １ 

４ 東京 東京・ウォーキングクラブ １２ 

５ 
神奈

川 

川崎ウォーキングクラブ １０ 

６ 神奈川ウォーキングクラブ ３７ 

７ 新横浜ウォーキングクラブ ４ 

８ 富山 富山ウォーキングクラブ ６ 

９  石川 
いしかわウォーキングクラ

ブ 
１１ 

１０ 福井 福井ウォーキングクラブ ７ 

１１ 静岡 遠州ウォーキングクラブ １５ 

１２ 滋賀 びわこウォーキングクラブ ７ 

１３ 三重 三重ウォーキングクラブ ４ 

１４ 奈良 ならウォーキングクラブ ３ 

１５ 兵庫 兵庫ウォーキングクラブ １ 

１６ 
和歌

山 

和歌山ウォーキングクラブ ２５ 

１７ 
和歌山県ウォーキング健脚

同好会 
４ 

１８ 福岡 福岡ウォーキング協議会 ６ 

合 計 １７６ 



「バス座席表」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後部座席飲み物他置き場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ３ 

伊豆参加者名簿 新横４名（男２・女２） 千葉１名(男) 神奈川３７名(男１6・女２1) 

 バス座席表 ４2 名 （席数 45+1） 

入口                         運転席 

1 平嶋美保子 中村 年代 補助席 熊坂 和子 河野 陽子 

2 高橋 文雄 平野 光男  吉越 悦子 大上あい子 

3 常盤貴恵子 木村 邦子 奥村 暁子 山川 民子 

4 清水 靖子 深瀬冨美子 福士 和子 長井 千代子 

5 藤原 和子 熊島八重子 橋本京子（一般） 井口 佳子 

6 高橋 友子 奈良 弘美 勅使河原太蔵 新谷 猛司 

7 福田  清 平石 一男 福田 雅子 金子満智子 

8 佐藤 伊亮 森山 慶雄 加藤尚美(新横) 福田恵子(新横) 

9 青松 秀雄 市村 芳雄 高橋 辰治 

 (神奈川・新横) 

浅沼 義明 

（千葉） 

10 伊藤 眞純 神谷 順市  佐藤  繁 

11 大平 洋  藤本 貴 

（新横） 

 小林 俊平 

 

班 長  

1 班・木村邦子   ２班・奥村暁子   ３班・奈良 弘美  ４班・勅使河原太蔵 

１班 2 班 

3班 ４班 



【一日目】７：３０東神奈川イオン前幹事のお迎え   ９：４５ トイレ休憩「ドライブインみのや吉兵衛」 

１０：０８車窓から見るホテルと城         １０：３６ホテルサンハヤトを横手に見ながら通過 

 

【大室山】１１：１４到着 リフトに乗る 往復団体割引￥４５０ 全体の山（ＨＰより引用） 

火口盆地はアーチェリー       

伊豆の乳房とも呼ばれる柔らかな曲線、どこから見てもお椀を伏せ

たようなシルエットが美しい標高 581ｍの山頂に直径 300ｍの噴火

口を持つ休火山・大室山。全長(片道)305m、高低差 139m、片道約 4

分のペアリフトで登る頂上からの相模湾・富士山・天城連山を望む

360 度の大パノラマは最高です。また、山頂・噴火口で楽しむアー

チェリーも人気です。 

 まさしく上記説明通りでした。歩行登山禁止。５年前別グループ

幹事で、サボテン公園から大室山を眺めた。登山は初体験でした。 

Ｐ４ 



頂上から見る 真下にはゴールド川奈ｃｃ お鉢めぐり約１ｋｍ一周した    写真説明は看板でどうぞ  

 

スコリア丘とは、火口からマグマが噴き上がってできたスコリア（塊状で多孔質のもののうち暗色の石）が、火

口の周囲に累積し、円錐台の丘を形成したものである。大室山スコリア丘では、底径 1km，比高 300m ほどの山体

を有し[3]、その中心に直径 250m、深さ 40m のスリバチ状の火口を持っている[2]。また、南斜面の標高 450m 付近

にも、直径 50m ほどの小さな火口もできている[2]。山体の最高地点は火口の南側の火口縁で三角点が設置されて

いる。 

 「三角地点」      八ヶ岳地蔵尊 

 

大室山浅間神社         五智如来地蔵尊 

 

ゴールド川奈ＧＣ         遠くには伊東ＣＣ        山焼き（ＨＰより引用） 

大室山の山焼きは700年以上の歴史がある

[9]。過去には質の良いカヤを手に入れるこ

とが目的だった[9]。山焼きは毎年 2月の第

2 日曜日に行われ見物客を集める。有料で

はあるが先着順で着火に参加することも

できる。ただし山焼きは天候により順延す

ることもある。         Ｐ５ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%81%AB%E5%8F%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%B0%E3%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%86%E9%8C%90%E5%8F%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%A4%E5%B1%B1_(%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C)#cite_note-3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%99%E3%82%8A%E9%89%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%A4%E5%B1%B1_(%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C)#cite_note-koyama-2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%A4%E5%B1%B1_(%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C)#cite_note-koyama-2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%A4%E5%B1%B1_(%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C)#cite_note-at-s52424-9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8C%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%A4%E5%B1%B1_(%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C)#cite_note-at-s52424-9


 

リフト乗り場の丁度反対側からの写真         １１：４５～１２：００展望休憩所で昼食 

富士山が見えた！                   川奈ホテルとゴルフコースか？ 

１２：０５眼下にゴルフ場を見ながらリフトで下る  リフト駅前に 浅間神社の鳥居 

今は必ずリフトに乗らない

と参拝できません。 

 

大室山の麓にはシャボテン

公園があり、ここは体験済。 

 

 

 

 

山から海岸へ！城ケ崎海岸散策です！ 

【城ケ崎海岸】 １３：００スタート  白浪しぶきが素晴らしいい    入り江が沢山有る  

 

 

                  

 

 

Ｐ６ 



「城ケ崎海岸航空写真」駐車場Ⓟスタート、灯台から絶壁の海岸を歩く （吊り橋付近航空写真 ＨＰから引用） 

山道も歩きます 

 

自然が作り出した曲線美林、赤いリュックが花となる 絶壁崖上の歩道から青い海と入り江の白波しぶき最高！ 

自然は「穴口」も造ります      松の曲枝から小岩の浜を見る  丸い小岩浜とそそり立つ海岸 

 

伊豆半島伊東市の城ヶ崎海岸は、大室山から流れた溶岩で作られた溶岩岩石海岸で、迫力ある断崖絶壁が連なり 

人気を呼んでいます。特にその断崖絶壁に架かる門脇吊橋は有名です。先ほど登った大室山に関係有りました。   

Ｐ７ 



城ケ崎海岸には小さな入江、半島が沢山有ります。磯遊び魚釣りにも最高でしょう。 

 

「新しい大地と波の響演：火山の噴火でできた城ケ崎海岸」説明看板：大室山火山と城ケ崎海岸、地質の学習 

自然が創り出す彫刻美、スケールが違います。   休憩所のある岬の岩から眺めました 

 

名物「門脇吊橋」          吊橋背景に、次頁集合写真時岩下におられたた５人、カラフルですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ｐ８ 



【集合写真】 狭い岩に立つ伊藤カメラマンも滑り落ちしないよう要注意でした！ 

 今日は天気に恵まれて最高でした。もし雨風でしたら大変なところでした。 

 

登り石段もありますがＫＷＣヘイチャラよ！斜め歩き登りいいですよ！  古木に若い松も枝ぶり良く育って

います 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ９ 



「黒船防備砲台跡」        模型は様になりませんね    江戸末期外国に対する軍備始まり 

 「こずり」            お見事！白波しぶきと青い海、枝ぶり良好松で形整え！ 

 

【ぼら納屋】で集合写真 茅葺屋根は素晴らしい、中を覗いてみました。下の写真の様なレストランです。 

「ぼら納屋は食堂内」ぼら納屋は寛永 3 年〈1627 年〉に紀伊家（現在の和歌山付近）が建築し、その後数度増

改築が行われました。 

ここのぼら漁は徳川幕府の保護のもとに紀伊家直営で操業され、ぼらが回遊

する頃（3月～5月、9月～11 月）には村人が船や網の手入れをしながら住

み込み、ホラ貝や旗を合図に百人以上の村人たちが勇壮に出漁した根拠地で

す。（ＨＰから引用） 

 

Ｐ１０ 



ぼら納屋のメニュー １４：１０ ７，０００歩   【なぎさ公園】１４：４０ 

昭和 52年に伊東市制 30周年を

記念して、地元彫刻家・重岡建

治氏の「家族」と題した彫刻を

メインに、重岡建治氏の彫刻が

数点展示され、伊東市民の平和

と幸せを希求する姿をシンボル

化した公園として整備されまし

た。（ＨＰから引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東海館】見学。東海館は、昭和 3年に庶民の温泉宿として開業し、沢山の方々に親しまれ大いに賑わいました。 

当時の職人たちが腕を振るった自慢の建物は、桧や杉な

どの高級な木材や変木とよばれる形の変わった木々を

ふんだんに用いた美しい和風建築です。 

廊下や階段、客間の入り口など、館内随所に職人たちの

手工を凝らした建築美がいきています。今や貴重となっ

た伝統的な日本の建築様式を心ゆくまでご覧下さい。 

屋上 

からの

眺め 

 

 

 

Ｐ１１ 



【大聖堂大宴会場 全国大会 ホテルサンハトヤ５Ｆ】大集合写真 皆さんのお顔は無理か？浴衣目立つ！ 

「伊豆の踊子」姿の司会者、加藤さんと藤本さんを挟んで福田さんと高橋辰治さん（全員新横）吉越理事長挨拶 

 

遠いＫＷＣ席からの望遠撮影ですのでピンボケしていますが悪しからず。 

神奈川ウォーキングは３７名参加、小生も浴衣組 ４ヶ所に分散  代表して高橋文さん挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１２ 



神奈川チーム紹介中 皆さん正装でした                    お一人？ 

「料理」 飲み物は２人でビール１本、ソフトドリンク１本 追加として同量有、足りず神谷さんと日本酒２本 

【自主交流会】「地酒＆おしゃべり」に参加するも、

８：４０に行くと既に始まり盛り上がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年も交流した富山組林さんと瀬川さんの間に座ら

せて戴きました。高岡に勤務して晩酌にしていた「立山」を懐かしくおいしく戴く。女性の多いのには驚き。 

お酒は会食時ビールの後に飲むのが最高です。会食の時飲まなければよかった？小生は３日前訪れた茅ヶ崎熊沢

酒造蔵出来立て９月製品を持参。メンバーの写真を紹介しますので雰意気を！どうぞ。会場１１３０号室の 

藤本貴、高橋辰治さん、隣からテーブルを運ばれ２卓で広々としていました。酒の運搬から設営、幹事役遅くま

でご苦労様でした。翌日帰りバスの中でも大変お世話になりました。改めて感謝！ 

Ｐ１３ 



 

 

 

 

 

 

 

２２時半ごろまでいて部屋へ帰りました

が、お風呂に入り露天風呂は最高でした。

部屋に帰ると皆さんお休み。ここで肝心

のカメラバッテリー充電をするのを忘れ、 

翌日の写真撮ろうとして、予備を入れた

らこれも充電していなかった。 

大失敗、反省。 

【２日目】 Ａコース＜二階滝駐車場トイレ水故障で少し予定変更＞ 

ホテル発８：００（バス）→浄蓮の滝→水生地下→伊豆の踊子文学碑→旧天城トンネル→二階滝→猿田淵 

     →釜滝→エビ滝→蛇滝→初景滝→カニ滝→大滝→河津七滝観光センター＜解散予定１４：３０＞ 

神奈川だけで修善寺へ＜修善寺・竹の小路など散策＞→バスで東神奈川１９：３０到着予定 

５：４１撮影           ６：１２ホテル１１２７号室から  ７：３０チェツクアウト  

 

「ホテル・サンハトヤ」外観 ７：５０出発 ひもの工房のお店も併設  ８：１０車窓から 

 

浄蓮の滝に向かう。過去数回行っているが、階段を下りてみる。ワサビのお店

に歓迎されて滝口に。水量は相変わらず勢い良く流れ、しぶきをあげて 

いました。皆さんワサビのお菓子試食後お土産に。 

石川さゆりの歌は地方観光に大貢献しています。「風の盆恋歌＝富山・八尾」「津軽海峡冬景色＝函館・青森」 

「天城越え＝伊東」等、作詞作曲者はそれぞれ違いますが、故郷とラブを結び付けた歌です。     Ｐ１４                          



【浄蓮の滝】浄蓮の滝に向かう。過去数回行来ているが、急階段を下りてみる。ワサビのお店に歓迎されて滝口

に。水量は相変わらず勢い良く流れ、しぶきをあげていました。滝は狩野川の上流部、天城山の北西麓を流れる

本谷川にあり、1 万 7000 年前に伊豆

東部火山群の鉢窪山スコリア丘が噴

火した際に流出[1]した玄武岩溶岩流

を流れ落ちる直瀑である。落差は 25m、

幅は7mで岩盤には柱状節理が見られ

る。かつて滝の付近に「浄蓮寺」と

いう寺院があったことから「浄蓮の

滝」という名称がついたと伝わる。 

女郎蜘蛛の精 - 滝壺にはジョロウグモの化身が棲むとの伝説がある。

「むかし樵夫が、落とした鉈を探しに滝つぼの中に入ると美しい女性と

出会う。その女性と姿を見たことの公言をしない約束をしたが、「滝の主

は女郎蜘蛛だ」と村人から聞き、その出来事を話すと樵夫は深い眠りに

ついた。」（ＨＰから引用） 後続部隊多く複数人物入り写真難しい。 

ここからの撮影もポイント      佐藤伊亮さん撮影で伊藤も証拠写真  苔岩と落ち葉、木の根 

 

「水生地下」スタートいよいよ天城越えです 川端康成記念碑小説「伊豆の踊子」で地元には川端さまさまです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１５ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8B%A9%E9%87%8E%E5%B7%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E5%9F%8E%E5%B1%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%B1%86%E6%9D%B1%E9%83%A8%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%BE%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%B1%86%E6%9D%B1%E9%83%A8%E7%81%AB%E5%B1%B1%E7%BE%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%82%A2%E4%B8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%84%E8%93%AE%E3%81%AE%E6%BB%9D#cite_note-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%84%E6%AD%A6%E5%B2%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BB%9D#.E6.BB.9D.E3.81.AE.E5.BD.A2.E7.8A.B6.E3.81.AE.E5.91.BC.E3.81.B3.E6.96.B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9F%B1%E7%8A%B6%E7%AF%80%E7%90%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%BA%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%AD%E3%82%A6%E3%82%B0%E3%83%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%B5


 「水生地下」→「旧天城トンネル」→「寒天橋」→「二階滝」→「二階滝駐車場」 

緑の整備された道路、お手々繋ぐ必要ありません！ 

 

１０：１８ 旧天城トンネル到着＜踊子と学生＞よくお似合いです。 

旧トンネル：１９０５年

開通。幅４．１ｍ（車幅

３，５ｍ）高さ４．２ｍ 

４４５，５ｍ長さ 

新トンネル：１９７０年

開通 標高７０８、７４

ｍ 

（ＨＰから） 

 

旧天城トンネルを背景に、踊子と学生さんを囲み１班集合写真 

 

「寒天橋」 

 

隠しきれない 移り香がいつしかあなたに しみついた誰かに盗られる くらいならあなたを殺して いいですか 

寝乱れて 隠れ宿九十九折り 浄蓮の滝舞い上がり 揺れおちる 肩のむこうにあなた…… 山が燃える 

何があっても もういいのくらくら燃える 火をくぐりあなたと越えたい 天城越え          Ｐ１６ 



【寒天橋】                     【二階滝】 

 

「二階滝駐車場」１１：０５到着  ９，４００歩 ここで昼食 １２：０５出発 

トラブル発生、トイレの水が出

ない。急遽予定変更。 

当初二階滝駐車場から水垂バ

ス停下車、猿田淵から、河津七

滝を見学予定。変更して、河津

七滝観光センター駐車場に行

くことになった。ここから 

スタート。 

【河津七
なな

滝
だる

】
）

Ａコース１班 神谷Ｌ 市村ＳＬ含め３４名（神奈川２９名、千葉１名、新横浜４名） 

バスで「河津七滝観光センター」女性トイレ渋滞長蛇の列。コース組み換え再編成、一組最終出発。 

１班七滝（七だる）コース見学順実績（滝見学終了時点での時間と歩数） 

① 大滝 （落差 30ｍ・幅 7ｍ）  １２：５７ １０，７４０歩 

② 初景滝（落差 10ｍ・幅 7ｍ）  １３：１５ １２，０４０歩 

③ 蛇滝 （落差 3ｍ・幅 2ｍ）   １３：３０ １２，３６０歩 

④ 釜滝. （落差 22ｍ・幅 2ｍ）  １３：４０ １２，７６０歩. 

⑤ エビ滝（落差 5ｍ・幅 3ｍ）   １３：４２ １２，７８０歩 

⑥ カニ滝（落差 2ｍ・幅 1ｍ）   １４：０５ １４，０００歩 

⑦ 出合滝（落差 2ｍ・幅 2ｍ）   １４：１５ １４，６００歩 

河津観光センター        １４：２５ １５，０７０歩  

約１時間半 ５、７００歩  

一班はスタート南端①大滝に行き、⑦出会滝、⑥カニ滝を飛ばして、②初景滝へ 

① 大滝 宿には混浴露天風呂あるようです   ②初景滝 幅広くモデル元学生さんにピッタリ 

右にも小滝があります 

Ｐ１７ 



② 蛇滝 曲がりくねっていました 登り尾南崋山の溶岩、伊豆半島が海底火山だった頃の地層が見られる滝 

通常、「滝」という漢

字は「たき」と読むが、

河津七滝では「たる」

と読む。平安時代から

伝わる民俗語が由来

である。ただし、「河

津七滝」およびその 7

つの滝の名称は「だる」

と濁った読み方をす

る。（ＨＰより引用） 

④釜滝 柱状節理の岩がきれいです ここで休憩され③④⑤カットされた方数人 ⑤エビ滝 海老の尾びれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ⑤はこの釣り橋を渡る（帰り道の写真）  懐かしい映画と言うことは・・年を取ったと言うことか・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥カニ滝           ⑦出会滝 二つの滝が出会う 左は本流（男か）、下は支流（女か）合流 

 

Ｐ１８ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3


合流点（左は緩やかで、右は落差有急こう配）     ここで仲良くラブラブ確認！ 

１３：４５ 初景滝背景「踊子と学生像」を囲んで、集合写真。カメラマン滝のガイドさんで伊藤も入れました。 

「河津七滝（河津七だる）伝説」の学習（ＨＰより） 

河津七滝にはヤマタノオロチ伝説とよく似た大蛇伝説が伝わる。その概要は以下の通りである。その昔、天狗の

万三郎の妻が天城の八丁池で七つの頭を持つ大蛇を目撃した。これを聞いた万三郎は八丁池の近くに強い酒の入

った樽を七つ置いた。やがて現れた大蛇がこれを飲み、酔いが回り寝込んだところを万三郎は剣で大蛇の七つの

首を全て切り落とした。すると大蛇の体は川となり、首の切り口は滝となり、河津七滝となった。 

１４：４５ 観光センター路線バスで帰られるチームを見送り、ＫＷＣ車は「修善寺」へ  

  

Ｐ１９ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%83%9E%E3%82%BF%E3%83%8E%E3%82%AA%E3%83%AD%E3%83%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E4%B8%81%E6%B1%A0


【修善寺】１６：００到着       （ＨＰから引用） 

地図を手に 竹林小路はどちらかな？ 

 

久し振りの修善寺、やはりマップが頼りになります。    （ＨＰから引用） 

温泉街の中心部を流れる桂川に沿う遊歩道。と

っこの湯から続く小径を歩いていくと、茶処や

昔懐かしい火の見櫓が散策する人々の目を楽し

ませ、竹林の中央では大きな竹製の円形ベンチ

で風を感じることが出来ます。又、時期により

ライトアップが行なわれ、温泉街の夜の散策を

堪能できます。 

修善寺参拝後、桂川を赤い橋「虎渓橋」を渡ら

ず右折すると桂川に渓谷沿って歩き、 

 

桂川に沿って渓谷を見ながら、次は竹林、モデルさんもピッタリ、素晴らしい散策でした。途中竹製の円形

ベンチ有 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ２０ 



１６：３５バスに乗り帰途へ。しかし運転手さん情報では今日は日曜日、観光帰りの車で上り線渋滞でした。 

しかしバスの中では、ビールとおつまみが支給され、藤本さん昨夜の「地酒＆おしゃべり」の残り日本酒を 

出して戴き、伊藤、神谷、持参のおつまみを提供しトイレも心配せず楽しく時間が過ぎました。 

戴いたビールトはトイレ休憩直前に飲みセーフでした。約１時間遅れの２０時半ごろ無事到着しました。 

藤本さんご苦労様で、深く感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【余白番外編】「河津七滝ループ橋」 ここを通りました（ＨＰより引用） 

 

直径 80m、総延長 1100m の巨大ならせん道

路。ぐるりとふた回りして、落差 45m の急

傾斜を登り下りする。昭和 56年(1981)、国

道 414 号の大滝・七滝温泉脇に完成。緑濃

い山あいにひときわ目立つループラインは、

七滝エリアの目印、名所となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ２１ 

編集後記：今年は神奈川地区が主体で担当。資料も詳しく準備され、本番では弁当、飲み物、案内役、

大会の司会進行役を分担され、ご苦労様でした。新横浜加藤・藤本ペアの「伊豆の踊子＆学生」姿で 

「天城越」案内され皆さんに感動を与え、青春時代を思い出させて戴きました。司会役もこのスタイル

で会場を盛り上げて戴きました。更に帰りのバス、「地酒＆おしゃべりチーム」の残銘酒を用意され、 

渋滞遅れを忘れさせて戴き、重ねて厚くお礼申し上げます。幹事役、リーダー、班長他の係を担当され

た皆さん、ウォーキング、大会、バス中、いろいろお世話になり有難うございました。併せてお礼申し

上げます。 

伊豆は柿田湧水群を含め数回来ているが、「七滝巡り」「大室山」丈は未体験でしたので参加しました。 

一番気がかりな天候に恵まれて、自然の山・滝・岸壁歩き、最高でした。 

予備バッテリー未充電で気が付いたのも２日目後半でした。歩く所は事前にＨＰで調べて参加しまし

たが、充電器も持参しておりながら準備不足と前日寝る前のチェック不足で、２日目七滝巡り以降 

ウォーク写真が少なく、代わりにＨＰからの説明文が多くなり申し訳ありません。 

 いつものボケ防止用日記帳「メモと写真」です。誤記や失礼な記述があるかもしれませんが悪しから

ずお許しの程。説明文はＨＰ他から引用しました。 


